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(57)【要約】
【課題】簡単な操作でタイトル等のテキスト入力を可能
とする非破壊検査装置を実現する。
【解決手段】内視鏡装置１は、画像データを記録可能で
あって、LCD４上にメニュー表示をするための指示を入
力するためのメニュー表示指示部と、メニュー表示指示
部によりメニュー表示が指示されると、画像データに関
連するタイトルデータを入力するためのタイトル入力画
面を選択可能状態でLCD４の画面上に表示させるテキス
ト入力画面表示部を有する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　検査データを記録可能な非破壊検査装置であって、
　モニタ上にメニュー表示をするための指示を入力するためのメニュー表示指示部と、
　前記メニュー表示指示部により前記メニュー表示が指示されると、前記検査データに関
連するテキストデータを入力するためのテキスト入力画面を選択可能状態で前記モニタの
画面上に表示させるテキスト入力画面表示部を有することを特徴とする非破壊検査装置。
【請求項２】
　さらに、前記メニュー表示内の選択可能項目について選択の確定を指示する確定指示部
と、
　前記テキスト入力画面が選択可能状態で表示されているときに、前記確定指示部により
前記選択の確定が指示されると、前記テキスト入力画面内のテキスト入力フィールドに前
記テキストデータを入力可能状態に変更するテキスト入力状態変更部とを有することを特
徴とする請求項１に記載の非破壊検査装置。
【請求項３】
　前記テキスト入力画面は、前記検査データに関連して入力済みのテキストがあれば、そ
の入力済みのテキストを表示しながら選択可能状態で表示されることを特徴とする請求項
１に記載の非破壊検査装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、非破壊検査装置に関し、特に、画像等の検査データを記録可能な非破壊検査
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、検査対象物の内部を検査するために、非破壊検査装置の一つである内視鏡装
置が広く利用されている。　
　例えば、プラント、航空機エンジン等の検査対象の内部は、工業用の内視鏡装置を用い
て、検査者は、内部を撮像し、観察することができる。検査者は、内視鏡画像を、検査中
に静止画あるいは動画で、内視鏡装置の記憶装置、例えばメモリカード等の記録媒体、に
記録することができる。その記録された内視鏡画像の画像データは、内視鏡装置からPC等
の記憶装置にダウンロードされて、後で詳細な検査が行われる。
【０００３】
　検査中、検査者は、内視鏡装置の挿入部を対象物の内部に挿入し、その挿入部の先端部
を観察したい部位に近づける。検査者は、内視鏡装置のモニタに表示される画像すなわち
ライブ画像を見ながら、その内部を観察するだけでなく、例えば記録したい部位を見つけ
ると、内視鏡挿入部の先端部を、所望の位置に位置させた状態で、フリーズボタンを操作
することによって、その部位の静止画（あるいは静止画と動画）を記録することができる
。
【０００４】
　撮像された静止画は、一旦モニタに表示されるが、検査者は、撮像された静止画を確認
した後、さらに、ライブ画像の表示状態に戻して、検査を続けることができる。検査者は
、その撮像された静止画にタイトルを付けて、記録することもできる。その付加されるタ
イトル等のテキストは、その画像についての情報であり、後で画像を見て解析するときに
利用される。
【０００５】
　例えば、特開２００９－１４２４６１号公報には、内視鏡装置において文字入力のため
に外付けキーボードを接続可能な内視鏡装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００６】
【特許文献１】特開２００９－１４２４６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、上述した内視鏡装置では、撮像して得られた画像あるいはこれから撮像する画
像（静止画あるいは動画）にタイトルを付ける場合には、検査者は、そのタイトルを入力
可能とする画面をモニタに表示させて文字入力を行わなければならない。具体的には、内
視鏡装置の操作部におけるメニュー画面表示ボタンを操作してメニュー画面をモニタに表
示させ、表示されたメニュー画面において、階層的に構成されたコマンド群の中から、階
層毎にコマンドリストを表示させてその中から所望のコマンドを選択するという操作を何
回か行って、最終的にタイトル入力あるいはテキスト入力をする画面をモニタに表示させ
てタイトルを入力していた。
【０００８】
　しかし、例えば、航空機のエンジンのタービンブレードの場合、撮像して得られる静止
画は互いに類似しているため、検査者は各画面にタイトルを付加して記録を行う場合が多
い。　
　よって、一つの画像についてタイトルを入力するための画面をモニタに表示させるまで
に何回もの操作が必要となるので、多くの画像のそれぞれにタイトルを付加しなければな
らないような場合、上述したようなタイトル入力画面を表示させるまでに、検査者には、
極めて繁雑な操作が必要とされていた。
【０００９】
　また、操作部にタイトル入力のための専用のボタンを設けることも考えられるが、新た
な専用のボタンを操作部に設けることは、操作部の大型化に繋がり、あるいはコストの面
からも好ましくない。
【００１０】
　そこで、本発明は、簡単な操作でタイトル等のテキスト入力を可能とする非破壊検査装
置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様によれば、検査データを記録可能な非破壊検査装置であって、モニタ上
にメニュー表示をするための指示を入力するためのメニュー表示指示部と、前記メニュー
表示指示部により前記メニュー表示が指示されると、前記検査データに関連するテキスト
データを入力するためのテキスト入力画面を選択可能状態で前記モニタの画面上に表示さ
せるテキスト入力画面表示部を有することを特徴とする非破壊検査装置を提供することが
できる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、簡単な操作でタイトル等のテキスト入力を可能とする非破壊検査装置
を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施の形態に係わる内視鏡装置の外観構成図である。
【図２】本発明の実施の形態に係わる操作部５の各部を説明するための斜視図である。
【図３】本発明の実施の形態に係わる本体部２のハードウエア構成を説明するための内視
鏡装置１のブロック図である。
【図４】本発明の実施の形態に係わるフリーズボタン５ｋが押下されたときの処理の流れ
の例を示すフローチャートである。
【図５】本発明の実施の形態に係わるLCD４に表示される画面の遷移の例を説明するため
の図である。
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【図６】本発明の実施の形態に係わるメニュー画面G2の構成を示す図である。
【図７】本発明の実施の形態に係わるタイトル入力可能状態のメニュー画面G2b1を示す図
である。
【図８】本発明の実施の形態に係わる文字入力の例を示す図である。
【図９】本発明の実施の形態に係わる、別のタイトル入力方法の一例を説明するための図
である。
【図１０】本発明の実施の形態に係わる、別のタイトル入力方法の一例を説明するための
図である。
【図１１】本発明の実施の形態に係わる、別のタイトル入力方法の一例を説明するための
図である。
【図１２】本発明の実施の形態に係わる、別のタイトル入力方法の他の例を説明するため
の図である。
【図１３】本発明の実施の形態に係わる、別のタイトル入力方法の他の例を説明するため
の図である。
【図１４】本発明の実施の形態に係わるリトリーブ画面の例を示す図である。
【図１５】本発明の実施の形態に係わる、リトリーブ画面のメニュー画面G12の構成を示
す図である。
【図１６】本発明の実施の形態に係わるアイコン１１１ｂ２が選択可能状態であるメニュ
ー画面G12を示す図である。
【図１７】本発明の実施の形態に係わる新規フォルダ作成のための画面G12b3を示す図で
ある。
【図１８】本発明の実施の形態に係わるアイコン１０１ｂ２が選択可能状態であることを
示す図である。
【図１９】本発明の実施の形態に係わるホワイトバランスの実行可能状態のメニュー画面
G2b2を示す図である。
【図２０】本発明の実施の形態に係わるアイコン１０１ｂ３が選択可能状態であることを
示す図である。
【図２１】本発明の実施の形態に係わる記録が選択されたときのメニュー画面G2b3を示す
図である。
【図２２】本発明の実施の形態に係わる記録ボタン操作が選択されたときのメニュー画面
G2baを示す図である。
【図２３】本発明の実施の形態に係わるアイコン１０１ｂ４が選択可能状態であることを
示す図である。
【図２４】本発明の実施の形態に係わる日時設定の実行可能状態のメニュー画面G2b4を示
す図である。
【図２５】本発明の実施の形態に係わる日時設定の実行可能状態のメニュー画面G2b4を示
す図である。
【図２６】本発明の実施の形態に係わる日時設定の実行可能状態のメニュー画面G2b4を示
す図である。
【図２７】本発明の実施の形態に係わるアイコン１０１ｂ５が選択可能状態であることを
示す図である。
【図２８】本発明の実施の形態に係わるセットアップが選択されたときのメニュー画面G2
b5を示す図である。
【図２９】本発明の実施の形態に係わるフォーマットが選択されたときのメニュー画面G2
b51を示す図である。
【図３０】本発明の実施の形態に係わるセットアップが選択されたときのメニュー画面G2
b5を示す図である。
【図３１】本発明の実施の形態に係わる画面表示が選択されたときのメニュー画面G2b52
を示す図である。
【図３２】本発明の実施の形態に係わるセットアップが選択されたときのメニュー画面G2
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b5を示す図である。
【図３３】本発明の実施の形態に係わるビープ音設定が選択されたときのメニュー画面G2
b53を示す図である。
【図３４】本発明の実施の形態に係わるアイコン１０１ｂ６が選択可能状態であることを
示す図である。
【図３５】本発明の実施の形態に係わるアイコン１１１ｂ５が選択されると表示される画
面G12b5を示す図である。
【図３６】本発明の実施の形態に係わる、内視鏡装置１のLCD４の画面遷移を示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
１．全体構成
　まず図１に基づき、本実施の形態に係わる内視鏡装置の構成を説明する。図１は、本実
施の形態に係わる内視鏡装置の外観構成図である。　
　内視鏡装置１は、非破壊検査装置の一つであり、検査対象を分解等することなく、内部
を観察して検査することのできる検査装置である。
【００１５】
　図１において、内視鏡装置１は、メインユニットである本体部２と、本体部２に接続さ
れるスコープユニット３とを含んで構成される。本体部２は、内視鏡画像、操作メニュー
等が表示される表示装置としての液晶パネル（以下、LCDと略す）４を有する。スコープ
ユニット３は、操作部５を有し、接続ケーブルであるユニバーサルケーブル６により、本
体部２と接続され、可撓性の挿入チューブからなる挿入部７を有する。挿入部７の先端部
８には、図示しない撮像素子、例えばCCD等、が内蔵され、撮像素子の撮像面側には、レ
ンズ等の撮像光学系が配置されている。先端部８の基端側には、湾曲部９が設けられてい
る。先端部８には、光学アダプタ１０が取り付け可能になっている。　
　撮像して得られた画像データは、検査対象の検査データであり、メモリカード等の記録
媒体１５に記録され、その記憶媒体１５は、本体部２に設けられたスロット１９に対して
着脱可能となっている（図３参照）。
【００１６】
　図２は、操作部５の各部を説明するための斜視図である。図１と図２を用いて、操作部
５の各部について説明する。　
　操作部５は、グリップ部５ａを有し、検査者であるユーザは、グリップ部５ａを手で把
持することによって、操作部５を持つことができる。また、操作部５の一側面には、操作
部５を本体部２に固定するためのハンガー５ｂが設けられており、ユーザは、本体部２の
図示しないフック部にハンガー５ｂを係止させることによって、操作部５を本体部２に掛
けることができる。
【００１７】
　グリップ部５ａには、ライブの内視鏡画像を表示するためのライブ画面表示ボタン５ｃ
、メニュー画面を表示するためのメニュー表示ボタン５ｄ、メニュー選択のためのジョイ
スティック５ｅ、及び記録された画像をサムネイル画像で表示するリトリーブ画面表示の
ためのビューボタン５ｆが配設されている。
【００１８】
　ジョイスティック５ｅは、モニタであるLCD４の画面上のカーソルの移動だけのためで
なく、ジョイスティック５ｅを押下することによって、その選択状態の確定を指示するこ
ともできる確定ボタンの機能も有する。
【００１９】
　グリップ部５ａの基端部には、湾曲部９の湾曲操作のためのジョイスティック５ｇが配
設されている。ユーザから見てジョイスティック５ｇの右側に、画像のズームを行うため
のズームレバー５ｈが配設されている。ユーザから見てジョイスティック５ｇの左側に、
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観察画像の明るさを調整するための輝度レバー５ｉが配設されている。さらに、ジョイス
ティック５ｇの左側と右側には、それぞれ、輝度レバー５ｉとズームレバー５ｈよりも離
れた位置に、観察画像のフリーズあるいは記録のためのフリーズボタン５ｋが２つ配設さ
れている。ユーザは、操作部５のグリップ５ａを把持しながら、これらのボタン等を操作
することによって、検査対象の内部の観察、画像の記録、等をすることができる。
２．回路構成
　図３は、本体部２のハードウエア構成を説明するための内視鏡装置１のブロック図であ
る。本体部２は、CPU１１と、ROM１２と、RAM１３と、LCD４とのインターフェース部（以
下、I/Fと略す）１４と、記憶媒体１５とのI/F１６と、操作部５とのI/F１７とを含み、
互いにバス１８を介して接続されるようにして構成されている。記憶媒体１５は、本体部
２に設けられたスロット１９に着脱自在に装着される。
【００２０】
　I/F１７には、操作部５からの操作信号が入力される。本体部２は、操作部５からの操
作信号を受信する。　
　ROM１２には、内視鏡装置１の種々の機能を実現するためのソフトウエアプログラム（
以下、単にプログラムという）が記憶されており、CPU１１がそのプログラムを実行する
。CPU１１は、受信した操作部５からの操作信号に応じた種々の機能を果たすように動作
する。
【００２１】
　操作部３に設けられたメニュー表示ボタン５ｄ等が操作されると、その操作に応じた信
号が、I/F１７を介してCPU１１に入力されて検出される。CPU１１は、検出した信号に基
づいて各種の動作制御、表示制御等を実行する。　
　例えば、後述するように、CPU１１は、メニュー表示ボタン５ｄが操作されると、その
ときの表示状態、設定状態等に応じて、モニタであるLCD４上にメニュー画面を表示する
等の処理を実行する。　
　なお、図３においては、本実施の形態において説明するLCDの画面表示制御以外の、電
源、外部との通信等に関する構成要素については、省略されている。
【００２２】
　検査者であるユーザは、内視鏡装置１を用いて、例えば、検査対象である航空機エンジ
ン内のタービンブレードを検査する場合、挿入部７を手で操作してエンジン内に挿入部７
を挿入して、LCD４に表示される内視鏡画像を見ながら、検査を行う。
【００２３】
　内視鏡装置１は、各種機能を有しているが、一般に、LCD４にはライブの内視鏡画像（
以下、単にライブ画像ともいう）が表示され、検査者は、そのライブの内視鏡画像の静止
画を取得したい場合には、フリーズボタン５ｋを押下する。このボタン操作により、その
静止画を記憶媒体１５に記録することができる。　
　次に、内視鏡装置１の表示処理について説明する。まず、本実施の形態に係るタイトル
入力処理について説明する。
３．メニュー画面表示とタイトル入力画面表示に関する処理
　今、検査者がライブの内視鏡画像を見ているときに、フリーズボタン５ｋを押下したと
する。図４は、フリーズボタン５ｋが押下されたときの処理の流れの例を示すフローチャ
ートである。図５は、LCD４に表示される画面の遷移の例を説明するための図である。図
４を、図５を用いて説明する。図４の処理は、CPU１１が、ROM１２に記憶されたプログラ
ムを読み出して実行することによって、行われる。図４は、そのプログラムにおける、主
としてメニュー表示とタイトル入力に関する処理の部分を示す。
【００２４】
　なお、以下に説明するタイトル入力方法は、検査者が静止画（あるいは静止画と動画）
を取得した後にタイトルを入力する場合であるが、タイトルを入力してから静止画（ある
いは静止画と動画）を取得する場合であってもよい。
【００２５】
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　CPU１１は、フリーズボタン５ｋが押下されると、挿入部７の先端部８の撮像素子から
の映像信号から静止画を生成する静止画データ生成処理を実行する（ステップS1）。その
結果、得られた静止画は、LCD４上に、ライブ・フリーズ画面G1として表示される。ライ
ブ・フリーズ画面G1は、通常は、ライブ画像が表示されているが、フリーズボタン５ｋを
押下すると、静止画が表示される画面である。静止画からライブ画像への戻りは、ライブ
ボタン５ｃあるいはメニュー表示ボタン５ｄを押下することによって行われる。なお、内
視鏡装置１に対する記録についての設定によっては、フリーズボタンの押下により、静止
画と動画の両方を記録するモードに、内視鏡装置１は設定される。その場合は、ステップ
S1では、静止画データと動画データの生成処理が行われる。この状態では、LCD４には、
生成された静止画データに基づく静止画が表示されている。このときの静止画データは、
RAM１３に一時的に記憶されている。
【００２６】
　次に、ユーザがメニュー表示ボタン５ｄを押したか否かが判断される（ステップS2）。
メニュー表示ボタン５ｄが押下されると、すなわちメニュー画面の表示指示がされると、
ステップS2でYESとなり、CPU１１は、LCD４に、図５において矢印A1で示すように、ライ
ブ・フリーズ画面G1からメニュー画面G2に変更して表示する（ステップS3）。　
　ステップS2は、メニュー表示をするための指示を入力するためのメニュー表示指示部を
構成する。
【００２７】
　図６は、メニュー画面G2の構成を示す図である。メニュー画面G2は、メニュー表示ボタ
ン５ｄが押下すなわちメニュー画面の表示指示がされると表示されるグラフィカル・ユー
ザ・インターフェース（GUI）である。
【００２８】
　図６に示すように、メニュー画面G2は、最上位のレイヤー画面であって複数のメニュー
項目を含むメニュー項目表示部１０１と、選択可能状態にあるメニュー項目に対応する下
位レイヤー画面を表示する下位レイヤー表示部１０２とを含む。後述するように、図６で
は、選択可能状態にあるアイコンは、アイコン１０１ｂ１であるので、アイコン１０１ｂ
１に対応する内容が、下位のレイヤー表示部１０２に表示されている。図６に示すように
、メニュー画面G2は、下位レイヤー表示部１０２が上位レイヤー表示部１０１の一部を覆
うような形態で表示される。
【００２９】
　メニュー項目表示部１０１は、最上位のレイヤー画面であることを示す「メニュー」の
文字１０１ａと、選択可能な複数のメニュー項目に対応する複数のアイコン１０１ｂとを
、表示する表示領域を含む。複数のアイコン１０１ｂは、ここでは、画面上で縦方向に並
んで配置された６つのアイコンである。
【００３０】
　最上位のアイコン１０１ｂ１は、タイトル入力画面を表示させるためのアイコンである
。同様に、その下のアイコン１０１ｂ２はホワイトバランスの実行に関する画面を表示さ
せるためのアイコンである。さらにその下のアイコン１０１ｂ３は記録モードの設定に関
する画面を表示させるためのアイコンである。
【００３１】
　また、その下には、日時合わせ画面を表示させるためのアイコン１０１ｂ４と、セット
アップ画面を表示させるためのアイコン１０１ｂ５と、言語設定画面を表示させるための
アイコン１０１ｂ６が、表示されている。
【００３２】
　アイコン１０１ｂ１から１０１ｂ３の３つは、ユーザにとって比較的使用頻度が高い機
能についてのアイコンであり、アイコン１０１ｂ４から１０１ｂ６の３つは、上記の３つ
のアイコンに比べて比較的使用頻度が低い機能についてのアイコンである。
【００３３】
　図４に戻り、ステップS2でメニュー表示ボタン５ｄが押下されて表示されたときのメニ
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ュー画面G2では、メニュー項目中、タイトル入力画面が選択可能状態で表示される。すな
わち、図６に示すように、タイトル入力画面のためのアイコン１０１ｂ１が他のアイコン
１０１ｂ２から１０１ｂ６とは区別されるように、アイコン１０１ｂの枠を太く表示する
ようにして、選択可能状態であることが示されるように表示される。アイコンの選択可能
状態は、実行指示を受けるだけで、そのアイコンの機能を実行できる状態をいう。さらに
、下位レイヤー表示部１０２には、選択可能状態のアイコン１０１ｂ１に対応するタイト
ル入力画面が、グレーアウトされた状態で表示される。グレーアウト表示とは、例えば薄
い白と黒の色だけで表示するような、輝度の低下、色の変更等の無彩色による低輝度表示
をいう。　
　なお、テキスト入力画面であるタイトル入力画面は、画像データに関連して入力済みの
テキストがあれば、その入力済みのテキストを表示しながら選択可能状態で表示される。
【００３４】
　言い換えると、ステップS2からS3に処理が遷移してメニュー画面G2が表示された直後は
、メニュー画面G2のメニュー項目表示部１０１では、タイトル入力画面が選択可能状態で
あることを示しながら、複数のメニュー項目が選択可能であることをユーザに示すと共に
、グレーアウトされた下位レイヤー表示部１０２には、そのタイトル入力画面の内容がユ
ーザに見えるように表示される。　
　ステップS3は、検査データである画像データに関連するテキストデータを入力するため
のテキスト入力画面を選択可能状態でLCD４の画面上に表示させるテキスト入力画面表示
部を構成する。
【００３５】
　なお、ここでは、選択可能状態のアイコンは、アイコンの枠を太くするようにしている
が、色を変える等のハイライト表示をして、他のアイコンと区別できるようにしてもよい
。
【００３６】
　図６の状態で、タイトル入力以外のメニュー項目が選択されたか否かが判断され（ステ
ップS4）、タイトル入力以外の他のメニュー項目が選択されたときは、処理は、選択され
たメニュー項目の処理へと移行する（ステップS5）。
【００３７】
　他のメニュー項目が選択されないときは、ユーザが、確定ボタンを押下したか、すなわ
ちジョイスティック５ｅを押下したか否かが判断される（ステップS6）。確定ボタンでも
あるジョイスティック５ｅの押下は、選択可能状態のアイコンの選択を意味する。従って
、ジョイスティック５ｅが押下されたときは、CPU１１は、タイトル入力画面G2の下位レ
イヤー表示部１０２をタイトル入力可能状態にする（ステップS7）。すなわち、CPU１１
は、LCD４の画面を、図５において矢印A2で示すように、タイトル入力可能状態のメニュ
ー画面G2b1（図７）に変更して表示する。　
　ステップS6におけるジョイスティック５ｅの押下は、メニュー表示内の選択可能項目に
ついて選択の確定を指示する確定指示部を構成する。そして、ステップS7は、テキスト入
力画面であるタイトル入力画面が選択可能状態で表示されているときに、ステップS6にお
ける確定指示部による選択の確定が指示されると、テキスト入力画面内のタイトル入力フ
ィールドにテキストデータを入力可能状態に変更するテキスト入力状態変更部を構成する
。
【００３８】
　なお、確定ボタンであるジョイスティック５ｅが押下されなければ、ステップS6でNOと
なり、処理が、ステップS3に戻り、画面は、タイトル入力画面G2のままである。さらにな
お、図６の状態で、ジョイスティック５ｅを右に傾倒する（すなわち、図６の画面におい
て、上位レイヤーの左の下位レイヤーへの移動を意味する操作をする）ことによっても、
タイトル入力可能状態のメニュー画面G2b1への変更が行われる。
【００３９】
　また、図６のメニュー画面G2の表示状態において、メニュー表示ボタン５ｄあるいはラ
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イブ画面表示ボタン５ｃが押下されると、図５の矢印A3で示すように、ライブ・フリーズ
画面G1に戻る。
【００４０】
　図７は、タイトル入力可能状態のメニュー画面G2b1を示す図である。図７に示すように
、タイトル入力可能状態になると、上位のレイヤー表示部１０１がグレーアウトされ、下
位のレイヤー表示部１０２が、強調表示されて明るくなる。
【００４１】
　下位レイヤー表示部１０２のタイトル入力画面は、下位レイヤーがタイトル入力につい
てのものであることを示す「タイトル入力」の文字１０２ａと、点線で示すタイトル入力
フィールド１０２ｂと、連番設定部１０２ｃと、ソフトウエアキーボード表示部１０２ｄ
と、プリセットボタン１０２ｅと、エントリーボタン１０２ｆと、キャンセルボタン１０
２ｇと、作成ボタン１０２ｈとを含む。
【００４２】
　そして、図６から図７の画面に変わったとき、文字入力位置を示すカーソル１０２ｉは
、タイトル入力フィールド１０２ｂの先頭位置（図７では左端の位置）に位置するように
表示される。なお、既に入力済みのテキストデータがあれば、カーソル１０２ｉは、入力
済みのテキストの最後の文字の隣の（右側の）位置に表示される。
【００４３】
　図７のメニュー画面G2aの状態において、ユーザは、ソフトウエアキーボード１０２ｄ
を利用して、タイトル入力フィールド１０２ｂに文字入力を行うことができる。
【００４４】
　なお、図示しない記号、かな入力の切り替えによりカナ入力ができる画面にすることも
できる。　
　図８は、文字入力の例を示す図である。ユーザは、操作部３のジョイスティック５ｅを
操作することによって、画面上のカーソル（図示せず）を移動させながら、入力したい文
字を順番に選択していくことによって、タイトル入力フィールド１０２ｂに選択した文字
からなるタイトルを入力することができる。図８は、文字「Ｅ」が選択されて、文字「Ｅ
」がタイトル入力フィールド１０２ｂに入力された状態を示す。図８では、文字「E」が
選択されたことが、文字「E」の枠が太く表示されることによって示されており、さらに
その文字「E」が文字入力フィールド１０２ｂに入力されていることも示されている。
【００４５】
　入力されたタイトルに、連番設定部１０２ｃに設定した番号が付加される。連番設定部
１０２ｃは、複数桁、ここでは３桁の数字が表示される部分であり、ユーザが所定の操作
を行うことによって、数字のインクリメント及びデクリメントを行うことができる。
（他のタイトル入力方法）
　また、ユーザは、別のタイトル入力方法を利用して、文字を入力することもできる。図
９から図１３は、別のタイトル入力方法を説明するための図である。図９から図１１は、
別のタイトル入力方法の一例を説明するための図である。図１２と図１３は、別のタイト
ル入力方法の他の例を説明するための図である。
【００４６】
　第１の方法として、図９と図１０に示すような、予め登録されたテキストを選択するよ
うにして、文字を入力することもできる。図９に示すように、メニュー画面G2b1において
、プリセットボタン（「PRESET」）１０２ｅを選択すると、図１０に示すように、ポップ
アップウインドウ１０２Aが表示される。ポップアップウインドウ１０２Aには、予め設定
された複数のテキストが、リスト形式で表示される。図１０では、ポップアップウインド
ウ１０２Aの最上位には、テキスト「ABC」が表示されており、そのテキストを選択すると
、そのテキストが、タイトル入力フィールド１０２ｂに入力される。すなわち、定型的な
テキストを予め用意して登録しておくことによって、タイトル入力を効率的に行うことが
できる。選択されて入力されたテキストについては、タイトル入力フィールド１０２ｂに
入力された状態で、修正、追加等も可能である。また、ポップアップウインドウ１０２A
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を画面上から消す場合は、図１１に示すように、ウインドウを閉じるマーク「×」１０２
Aaの部分を選択すると、LCD４の画面は、図１０から図８の状態に戻る。
【００４７】
　さらに、第２の方法として、図１２と図１３に示すような、タイトル入力方法も可能で
ある。所定の操作を行うことによって、LCD４上には、図１２のようなタイトル入力画面
が表示される。
【００４８】
　図１２において、タイトル入力フィールド１０２ｂと共に、コマンド表示部１０２Ｂが
表示される。コマンド表示部１０２Ｂは、編集のための「EDIT」、全消去のための「DELE
TE ALL」、実行を指示する「EXECUTE」、キャンセルのための「CANCEL」のボタンを含む
。図１２では、「EDIT」が太枠により選択可能状態で示され、右側に文字、数字記号等の
入力される文字等を選択するための入力文字設定部１０２Ｂ１がグレーアウトされた状態
で表示される。
【００４９】
　コマンド表示部１０２Ｂに表示されたコマンドの中からどのコマンドを選択するかは、
太枠によって示されるカーソルを移動させることによって、コマンドを選択することがで
きる。太枠の移動は、輝度レバー５ｉの上あるいは下への傾倒操作により、行うことがで
きる。その太枠の移動が輝度レバー５ｉにより行えることは、図１２で「BRT」の上と下
の三角形の矢印記号１０２Ｂａにより、ユーザに判るように示されている。
【００５０】
　図１２では、「EDIT」が選択可能状態で、ジョイスティック５ｅを押し込むことにより
、実行されると、図１３のような画面がLCD４に表示される。図１３では、入力文字設定
部１０２Ｂ１において、アルファベットが入力可能な状態が選択されている。入力文字設
定部１０２Ｂ１において、他の文字を入力する場合には、入力文字設定部１０２Ｂ１にお
いて太枠によって示されるカーソルを移動させることによって、入力する文字を変更する
ことができる。その太枠の移動がズームレバー５ｈにより行えることは、図１３で「ZOOM
」の上と下の矢印記号１０２Ｂ１ａにより、ユーザに示されている。
【００５１】
　図１３に示すように、ユーザは、タイトル入力フィールド１０２ｂのカーソルの有る位
置に、入力する英文字の選択を行うことによって、所望の文字を入力することができる。
入力する英文字の選択は、輝度レバー５ｉの上あるいは下への傾倒操作により行うことが
できる。英文字の選択が輝度レバー５ｉの上あるいは下への傾倒操作により行えることは
、図１３で「BRT」の上と下の三角形の矢印記号１０２Ｂ２ａにより、ユーザに判るよう
に示されている。さらに、順番に変化するときの次の文字を示す文字表示部１０２Ｂ２ｂ
が、矢印記号１０２Ｂ２ａの上と下に対応して設けられている。
【００５２】
　図４のステップS7では、ユーザは、フリーズして得た静止画に、図７等に示す入力方法
等により、付加するタイトルを入力しても、キャンセルボタン１０２ｇを選択すると、ス
テップS8でYESとなり、処理は、何もせず、ライブ・フリーズ画面G1の表示に戻る。処理
を何もしないとは、入力していたタイトルの編集内容を破棄する処理をすることである。
また、作成ボタン１０２ｈが選択されると、ステップS9でYESとなり、CPU１１は、入力さ
れたテキストデータを、その静止画データに関連付ける（ステップS10）。その後、処理
は、ライブ・フリーズ画面G1の表示に戻る。
【００５３】
　また、ステップS7でタイトル入力画面が表示され、キャンセルボタン１０２ｇも作成ボ
タン１０２ｈも選択されないときは、ステップS8及びS9でNOとなり、処理は、ステップS7
の状態のままである。　
　なお、図７、図１０等の表示状態で、メニュー表示ボタン５ｄあるいはライブ画面表示
ボタン５ｃを押下しても、LCD５の表示は、ライブ・フリーズ画面G1の表示に戻る。
【００５４】
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　フリーズボタン５ｋを押下して得た静止画（あるいは静止画と動画）に、所望のタイト
ルを付加し終わると、画面は、ライブ・フリーズ画面G1のライブ画面に戻る。よって、ユ
ーザは、内視鏡装置１による検査を続行することができる。
【００５５】
　さらに、続いて、再度のフリーズボタン５ｋの押下により静止画を得た後に、上述した
ような操作をするだけで、具体的には、メニュー表示ボタン５ｄを押下し、続いてジョイ
スティック５ｅを押下するだけで、その得られた静止画データにタイトル入力を行うこと
ができる。そして、所望のタイトルの入力が終了すれば、また、ライブ画面が表示され、
検査を続けることができる状態に戻る。
【００５６】
　よって、ユーザは、静止画を得る度に、簡単な操作で、具体的には、メニュー表示ボタ
ン５ｄと確定ボタンであるジョイスティック５ｅの押下操作だけで、タイトル入力画面に
移行することができるので、検査を効率的に行うことができる。
【００５７】
　確定ボタンとしてのジョイスティック５ｅの押下操作が必要な理由は、操作内容の確認
をユーザにさせることと、比較的使用頻度の高いメニュー項目がタイトル入力以外の他の
メニュー項目にあることとからである。
４．リトリーブ画面
　検査者は、内視鏡装置１を用いて、検査対象の静止画等を記憶媒体１５に記録すること
ができるが、ユーザは、記録された静止画等を、LCD４に表示させることもできる。しか
し、検査者は、記録された静止画等について、内視鏡装置１において、１つのフォルダに
纏める等、をしたい場合がある。さらに、例えば、検査者は、既に記録した静止画あるい
は動画のデータを複写、消去等したい場合もある。
【００５８】
　そのために、内視鏡装置１において、操作部５のビューボタン５ｆを押下することによ
って、ここでは、ビューボタン５ｆを長押しすることによって、図５において矢印A4で示
すように、ライブ・フリーズ画面G1のライブ画面から、リトリーブ画面G11を表示させる
ことができる。
【００５９】
　図１４は、リトリーブ画面の例を示す図である。図１４に示すように、リトリーブ画面
G11は、記憶媒体６に記録された静止画等の記録画像を、サムネイル形式で表示する画面
である。図１４では、９個のサムネイル画像が、マトリックス状に表示されている。
【００６０】
　図１４のリトリーブ画面G11に表示された各サムネイル画像には、選択状態を示す「レ
」印表示部が付加されて表示される。ユーザは、各サムネイル画像について「レ」印を付
けるあるいは外すことができる。「レ」印は、記録画像の中で、処理対象として指定され
ているか否かを示す。静止画等の記録後、初めてリトリーブ画面G11を表示させたときは
、全てのサムネイル画像の「レ」印表示部には、「レ」印は、付いていない。「レ」印表
示部に「レ」印を付けることによってサムネイル画像を処理対象として選択することがで
きる。
【００６１】
　図１４に示すように、リトリーブ画面G11の上側には、フォルダ名が付けられていると
きはその付けられたフォルダ名が表示される。　
　また、図１４の画面において、図示しないカーソルによって所望のサムネイル画像を選
択することができる。その選択状態のサムネイル画像のファイル名が、リトリーブ画面G1
1のフォルダ名の下に表示され、そのサムネイル画像に対応する画像の撮影の日付とタイ
トルがリトリーブ画面の下側に表示される。　
　例えば、図１４に示すように９つのサムネイル画像に「レ」印をユーザが付けた後に、
メニュー表示ボタン５ｄを押下すると、図１５の画面が表示される。
【００６２】
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　図１５は、リトリーブ画面のメニュー画面（以下、リトリーブメニュー画面という）G1
2の構成を示す図である。リトリーブメニュー画面G12は、図５の矢印A5で示すように、リ
トリーブ画面G11の表示状態でメニュー表示ボタン５ｄが押下されると表示されるグラフ
ィカル・ユーザ・インターフェース（GUI）である。
【００６３】
　リトリーブメニュー画面G12は、最上位のレイヤー画面であって複数のメニュー項目を
含むリトリーブ画面におけるメニュー項目表示部１１１と、記録された静止画等のサムネ
イル画像を表示する下位のレイヤー表示部１１２とを含む。図１５に示すように、リトリ
ーブメニュー画面G12は、下位のレイヤー表示部１１２が上位のレイヤー表示部であるメ
ニュー項目表示部１１１の一部を覆うような形態で表示される。
【００６４】
　メニュー項目表示部１１１は、最上位のレイヤー画面であることを示す「メニュー」の
文字１１１ａと、選択可能な複数のメニュー項目に対応する複数のアイコン１１１ｂとを
、表示する表示領域を含む。複数のアイコン１１１ｂは、ここでは、画面上で縦方向に並
んで配置された６つのアイコンである。
【００６５】
　最上位のアイコン１１１ｂ１は、記録画像の消去を指示するためのアイコンである。同
様に、その下のアイコン１１１ｂ２はフォルダを新規に作成するためのアイコンである。
さらにその下のアイコン１１１ｂ３はファイルの複写を行うためのアイコンである。
【００６６】
　また、その下には、ファイルの移動をするためのアイコン１１１ｂ４と、ファイル名を
変更するためのアイコン１１１ｂ５と、記録されている全ての画像データを消去するため
のアイコン１１１ｂ６が、表示されている。
【００６７】
　ユーザは、図１５のリトリーブメニュー画面G12を表示させて、実行したい処理のアイ
コンを選択することによって、記録画像に対する各種処理を実行することができる。
【００６８】
　図１５では、リトリーブメニュー画面G12のメニュー項目表示部１１１において、最上
位のアイコン１１１ｂ１が太枠で示されて選択可能状態であることが示されている。その
アイコン１１１ｂ１に対応する文字「消去」１１２ａと、「キャンセル」と「実行」の２
つの操作項目のボタン表示１１２ｂが、グレーアウトされた下位のレイヤー表示部１１２
に表示される。
【００６９】
　図１５に示すような、記録画像の消去を指示するためのアイコン１１１ｂ１の選択可能
状態において、ジョイスティック５ｅが押下されると、図示しないが、下位のレイヤー表
示部１１２は、グレーアウトされた表示から明るい表示状態に変化して強調表示され、メ
ニュー項目表示部１１１が、グレーアウト表示状態となる。そして、ユーザが、下位のレ
イヤー表示部１１２の２つのボタン１１２ｂの一方を選択して、確定ボタンであるジョイ
スティック５ｅを押下すると、その選択された処理、ここでは消去処理が実行される。
【００７０】
　上述したように、図１４のリトリーブ画面G11の状態で、メニュー表示ボタン５ｄを押
下すると、図１５のリトリーブメニュー画面G12が表示される。メニュー項目表示部１１
１は、強調表示されて明るく表示され、下位レイヤー表示部１１２は、グレーアウト表示
される。リトリーブメニュー画面G12において、上位レイヤーであるメニュー項目表示部
１１１では、複数のメニュー項目が選択可能であることと、グレーアウト表示された下位
のレイヤー表示部１１２では、メニュー項目表示部１１１で選択可能状態のアイコンに対
応する機能すなわち操作項目の内容がユーザに見えるように表示される。
【００７１】
　なお、リトリーブメニュー画面G12の表示状態において、メニュー表示ボタン５ｄを押
下すると、図５の矢印A6で示すように、画面表示は、図１４のリトリーブ画面G11に戻る
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。さらになお、リトリーブ画面G11の表示状態において、ライブ画面表示ボタン５ｃを押
下すると、図５の矢印A7で示すように、画面は、ライブ・フリーズ画面G1に戻る。
【００７２】
　また、フォルダを新規に作成するためのアイコン１１１ｂ２を選択する場合は、図１５
の表示状態において、ジョイスティック５ｅを下側に傾倒すると、図１６に示すように、
アイコン１１１ｂ２が太枠で示されて選択可能状態になる。図１６は、アイコン１１１ｂ
２が選択可能状態であるメニュー画面G12を示す図である。
【００７３】
　図１６の表示状態で、確定ボタンであるジョイスティック５ｅを押下すると、その選択
された処理、ここでは新規フォルダの作成処理が実行される。図１７は、新規フォルダ作
成のための画面G12b3を示す図である。
【００７４】
　図１７の画面G12b3に示すように、下位のレイヤー表示部１１２には、下位のレイヤー
表示部１１２が新規なフォルダの作成についてのものであることを示す「新規フォルダ作
成」の文字１１２ｃと、点線で示すフォルダ名入力フィールド１１２ｄと、ソフトウエア
キーボード表示部１１２ｅと、プリセットボタン１１２ｆと、キャンセルボタン１１２ｇ
と、作成ボタン１１２ｈと、文字入力位置を示すカーソル１０２ｉが表示される。フォル
ダ名入力フィールド１１２ｄと、ソフトウエアキーボード表示部１１２ｅと、プリセット
ボタン１１２ｆと、キャンセルボタン１１２ｇと、作成ボタン１１２ｈと、文字入力位置
を示すカーソル１０２ｉは、それぞれ、図７で説明したタイトル入力フィールド１０２ｂ
と、ソフトウエアキーボード表示部１０２ｄと、プリセットボタン１０２ｅと、キャンセ
ルボタン１０２ｇと、作成ボタン１０２ｈと、カーソル１０２ｉとの同様の機能を有する
ものである。よって、それらのボタンの使用方法の説明は省略する。
【００７５】
　なお、このフォルダ名の入力については、上述した図９から図１３で説明した方法によ
って行うようにしてもよい。
５．他のメニュー項目
　次に、メニュー画面G2とリトリーブメニュー画面G12に関する他のメニュー項目につい
て説明する。
５．１　メニュー画面G2　
　メニュー画面G2における、アイコン１０１ｂ２から１０１ｂ６の処理について説明する
。　
　ユーザは、ジョイスティック５ｅを上下方向に傾倒させることによって、メニュー項目
表示部１０１の中から任意の項目を選択可能状態にすることができる。選択可能状態のア
イコンは、その枠が太く表示される。
（ホワイトバランス）
　図１８は、アイコン１０１ｂ２が選択可能状態であることを示す図である。図１８の表
示状態で、ジョイスティック５ｅの押下する、あるいはジョイスティック５ｅを右側に傾
倒すると、ホワイトバランス調整のアイコン１０１ｂ２が選択され、下位のレイヤー表示
部１０２は、強調表示され、明るくなる。
【００７６】
　図１９は、ホワイトバランスの実行可能状態のメニュー画面G2b2を示す図である。図１
９に示すように、ホワイトバランス実行可能状態になると、上位のレイヤー表示部１０１
がグレーアウトされ、下位のレイヤー表示部１０２が、強調表示されて明るくなる。
【００７７】
　下位のレイヤー表示部１０２のホワイトバランス調整画面は、下位のレイヤー表示部１
０２がホワイトバランスについてのものであることを示す「ホワイトバランス」の文字２
０２ａと、操作項目であるキャンセルボタン２０２ｂ及び実行ボタン２０２ｃとを含む。
【００７８】
　例えば、図１９では、キャンセルボタン２０２ｂが太枠で示されており、選択可能状態
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すなわち実行可能状態であることが示されているが、ジョイスティック５ｅが押下されて
キャンセルボタン２０２ｂが選択されると、ホワイトバランスの調整処理は、キャンセル
されて、画面は、図１８のメニュー画面G2に戻る。実行ボタン２０２ｃが選択されると、
ホワイトバランス調整が実行される。ホワイトバランス調整の処理が終了すると、画面は
、図１８のメニュー画面G2に戻る。
（記録）
　図２０は、アイコン１０１ｂ３が選択可能状態であることを示す図である。図１８の表
示状態で、ジョイスティック５ｅを下側に傾倒して、記録のアイコン１０１ｂ３を選択可
能状態にすると、下位のレイヤー表示部１０２には、記録についての複数の選択可能項目
（図２０の場合は、２つのアイコン）が、グレーアウト表示された状態でユーザに見える
ように表示される。グレーアウト表示された下位のレイヤー表示部１０２には、選択され
たアイコンは、記録に関するものであることを示す文字「記録」１０２ｐ１と、選択可能
項目の２つのアイコン１０２ｐ２，１０２ｐ３とが表示される。アイコン１０２ｐ２は、
プリントスクリーンに関し、アイコン１０２ｐ３は、記録ボタン操作に関するものである
。なお、図２０では、レイヤー表示部１０２よりもさらに下位のレイヤー表示部１０３も
グレーアウト表示されているが、下位のレイヤー表示部１０２においてアイコンが選択さ
れていないため、何も表示されていない。
【００７９】
　図２０の表示状態からジョイスティック５ｅを押下するあるいは右側へ傾倒すると、画
面は、図２１の画面に変わる。図２１は、記録が選択されたときのメニュー画面G2b3を示
す図である。図２１では、下位のレイヤー表示部１０２が強調表示されて明るくなり、上
位のレイヤー表示部１０１はグレーアウト表示となる。図２１では、２つの選択項目のう
ち、１つのアイコン１０２ｐ３が太枠で表示され、選択可能状態であることが示されてい
る。さらに、レイヤー表示部１０２よりも下位のレイヤー表示部１０３が、グレーアウト
表示される。グレーアウト表示された下位のレイヤー表示部１０３には、選択可能状態の
アイコン１０２ｐ３は、記録ボタン操作に関するものであることを示す文字「記録ボタン
操作」１０２ｐ３１と、「静止画＋動画」と「静止画」の２つのアイコン１０２ｐ３２，
１０２ｐ３３とが含まれる。すなわち、図２１に示すように、メニュー画面G2b3において
、下位のレイヤー表示部１０２の選択可能状態の項目に対応する複数の選択項目が、グレ
ーアウト表示された下位のレイヤー表示部１０３において、さらに表示される。
【００８０】
　図２１は、３階層のレイヤー表示を示しているので、最上位のレイヤー表示部１０１が
上位のレイヤー表示部であり、レイヤー表示部１０２が中位のレイヤー表示部であり、レ
イヤー表示部１０３が下位のレイヤー表示部ということができる。下位のレイヤー表示部
の上に上位のレイヤー表示部が表示されるが、下位のレイヤー表示部は、上位のレイヤー
表示部に表示されている項目表示が見えるように、逆に言えば上位のレイヤー表示部に表
示されている項目表示を邪魔しないように、上位のレイヤー表示部の上に表示される。
【００８１】
　図２１の表示状態において、ジョイスティック５ｅを押下する、あるいはジョイスティ
ック５ｅを右側に傾倒して、アイコン１０２ｐ３が選択されると、画面は、図２２の画面
に変更される。図２２は、記録ボタン操作が選択されたときのメニュー画面G2baを示す図
である。
【００８２】
　図２２では、最下位のレイヤー表示部１０３が強調表示されて明るくなり、選択項目の
一方のアイコン１０２ｐ３２が選択可能状態となっている。
【００８３】
　図２１では、グレーアウト表示された上位のレイヤー表示部１０１においてアイコン１
０１ｂ３が太く表示されているので、ユーザは、強調表示された中位のレイヤー表示部１
０２は、上位のレイヤー表示部１０１のアイコン１０１ｂ３の選択により表示されている
ことを容易に理解することができる。
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【００８４】
　また、図２１では、グレーアウト表示された下位のレイヤー表示１０３部においてアイ
コン１０２ｐ３２が太く表示されているので、ユーザは、強調表示された中位のレイヤー
表示部１０２において選択可能状態のアイコン１０２ｐ３については、２つの選択項目の
うちアイコン１０２ｐ３２が選択すなわち設定されていることを容易に理解することがで
きる。特に、下位のレイヤー表示部１０３の２つのアイコン１０２ｐ３２と１０２ｐ３３
は、その内容を示す文字が含まれて表示されている。アイコン１０２ｐ３２には、文字「
静止画＋動画」が、アイコン１０２ｐ３３には、文字「静止画」が含まれている。よって
、ユーザは、図２１の表示状態から、アイコン１０２ｐ３は、記録ボタン操作であり、記
録ボタン操作では、「静止画＋動画」が選択すなわち設定されていることを容易に理解す
ることができる。
【００８５】
　すなわち、階層構造の複数のレイヤー表示が行われる場合に、ユーザは、強調表示され
ている中位のレイヤー（選択されている階層レイヤー）が、上位のレイヤーのどの項目選
択の結果として表示されているかを容易に理解することができ、さらに、その中位のレイ
ヤーの中で選択可能状態のアイコンについて選択すなわち設定されている内容を、下位の
レイヤーから理解できるように、複数の階層レイヤー表示が行われる。
（日時設定）
　図２３は、アイコン１０１ｂ４が選択可能状態であることを示す図である。図２３の表
示状態で、ジョイスティック５ｅを押下する、あるいはジョイスティック５ｅを右側に傾
倒すると、日時設定のアイコン１０１ｂ４が選択され、図２４に示すように、上位のレイ
ヤー表示部１０１がグレーアウトされ、下位のレイヤー表示部１０２は、強調表示され明
るくなる。なお、図２３に示すように、グレーアウト表示された下位レイヤー表示部１０
２には、下位レイヤーが日時設定についてのものであることを示す「日時合わせ」の文字
１０２ｑ１と、設定された日時を表示する日時表示部１０２ｑ２と、設定された「年」、
「月」及び「日」の並び順を表示する並び順表示部１０２ｑ３とが表示される。
【００８６】
　図２４から図２６は、日時設定の実行可能状態のメニュー画面G2b4を示す図である。図
２４から図２６に示すように、例えば、図２４では、「年」の設定部が太枠で示され、上
と下にそれぞれ増加と減少を示すマーク１０２ｑ４、１０２ｑ５が示されており、ジョイ
スティック５ｅの上下方向へ傾倒操作により、ユーザは所望の「年」を設定することがで
きる。ユーザは、ジョイスティック５ｅを右側にあるいは左側に傾倒操作することにより
、設定する対象を、「月」、「日」、「時」及び「分」の部分に移動して、「年」と同様
にして所望の「月」等を設定することができる。図２５では、「分」の設定部が太枠で示
され、図２６では、「年」、「月」及び「日」の並び順表示部１０２ｑ３が太枠で示され
ている。ユーザは、ジョイスティック５ｅを右側に傾倒操作することにより、設定する対
象を、図２５の「分」の設定部から、図２６の並び順表示部１０２ｑ３の部分に移動させ
ることができる。
【００８７】
　その並び順の設定では、「月」、「日」及び「年」というような並び順の設定、あるい
は「日」、「月」及び「年」というような並び順の設定も可能となっている。日時の設定
が終了すると、画面は、図２３のメニュー画面G2に戻る。図２３では、設定された日時が
グレーアウト表示された下位のレイヤー表示部１０２に表示される。なお、ユーザは、図
２４の画面の状態から、ジョイスティック５ｅを左に傾倒操作をしても、画面を、図２３
のメニュー画面G2に戻すことができる。
（セットアップ）
　図２７は、アイコン１０１ｂ５が選択可能状態であることを示す図である。図２３の表
示状態で、ジョイスティック５ｅを押下して、セットアップのアイコン１０１ｂ５を選択
すると、下位のレイヤー表示部１０２には、セットアップについての複数の選択可能項目
（図２７の場合は、３つのアイコン）が、グレーアウト表示された状態でユーザに見える
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ように表示される。グレーアウト表示された中位のレイヤー表示部１０２には、選択され
たアイコンは、セットアップに関するものであることを示す文字「セットアップ」１０２
ｒ１と、選択可能項目の３つのアイコン１０２ｒ２，１０２ｒ３、１０２ｒ４とが含まれ
る。アイコン１０２ｒ２は、フォーマットに関し、アイコン１０２ｒ３は、画面表示に関
し、アイコン１０２ｒ４は、ビープ音に関するものである。なお、図２１では、中位のレ
イヤー表示部１０２よりも下位のレイヤー表示部１０３もグレーアウト表示されているが
、中位のレイヤー表示部１０２においてアイコンが選択されていないため、何も表示され
ていない。
【００８８】
　図２７の表示状態からジョイスティック５ｅを押下するあるいは右側へ傾倒すると、画
面は、図２８の画面に変わる。図２８は、セットアップが選択されたときのメニュー画面
G2b5を示す図である。図２８は、図２１と同様に、３階層のレイヤー表示を示している。
【００８９】
　図２８では、中位のレイヤー１０２が強調表示されて、明るくなり、上位レイヤー表示
部１０１はグレーアウト表示となる。図２８では、３つの選択項目のうち、１つ目のアイ
コン１０２ｒ２が太枠で表示され、選択可能状態であることが示されている。さらに、中
位のレイヤー表示部１０２の、アイコン１０２ｒ２に対応するさらに下位のレイヤー表示
部１０３が、グレーアウト表示される。グレーアウト表示された下位のレイヤー表示部１
０３には、選択されたアイコンは、フォーマットに関するものであることを示す文字「フ
ォーマット」１０２ｒ２１と、「キャンセル」と「実行」の２つの操作項目のアイコン１
０２ｒ２２，１０２ｒ２３とが含まれる。また、「キャンセル」の方が選択可能状態で表
示されているので、その「キャンセル」についての説明用のテキストが、説明表示部１０
２ｒ２４に表示されている。すなわち、図２８に示すように、メニュー画面G2b5において
、下位のレイヤー表示部１０２の選択可能状態の項目に対応する複数の選択項目が、グレ
ーアウト表示された下位のレイヤー表示部１０３において、さらに表示される。
【００９０】
　図２８の表示状態において、ジョイスティック５ｅを押下する、あるいはジョイスティ
ック５ｅを右側に傾倒して、アイコン１０２ｒ２が選択されると、画面は、図２９の画面
に変更される。図２９は、フォーマットが選択されたときのメニュー画面G2b51を示す図
である。　
　図２９では、最下位のレイヤー表示部１０３が強調表示されて明るくなり、選択項目の
一方のアイコン１０２ｒ２２が選択可能状態となっている。
【００９１】
　図２８では、グレーアウト表示された上位のレイヤー表示部１０１においてアイコン１
０１ｂ５が太く表示されているので、ユーザは、強調表示された中位のレイヤー表示部１
０２は、上位のレイヤー表示部１０１のアイコン１０１ｂ５の選択により表示されている
ことを容易に理解することができる。
【００９２】
　さらに、図２８では、グレーアウト表示された下位のレイヤー表示１０３部においてア
イコン１０２ｒ２２が太く表示されているので、ユーザは、強調表示された中位のレイヤ
ー表示部１０２において選択可能状態のアイコン１０２ｒ２については、アイコン１０２
ｒ２２又は１０２ｒ２３が実行可能であることを容易に理解することができる。特に、下
位のレイヤー表示部１０３の２つのアイコン１０２ｒ２２と１０２ｒ２３は、その内容を
示す文字が含まれて表示されている。アイコン１０２ｒ２２には、文字「キャンセル」が
、アイコン１０２ｒ２３には、文字「実行」が含まれている。よって、ユーザは、図２８
の表示状態から、アイコン１０２ｒ２は、フォーマットであり、フォーマットでは、「キ
ャンセル」又は「実行」が設定可能であることを容易に理解することができる。
【００９３】
　すなわち、階層構造の複数のレイヤー表示が行われる場合に、ユーザは、強調表示され
ている中位のレイヤー（選択されている階層レイヤー）が、上位のレイヤーのどの項目選
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択の結果として表示されているかを容易に理解することができ、さらに、その選択階層レ
イヤーの中で選択可能状態のアイコンについて実行可能な内容を、下位のレイヤーから理
解できるように、複数の階層レイヤー表示が行われる。
【００９４】
　図２８の表示状態において、ジョイスティック５ｅを下側へ傾倒すると、画面は、図３
０の画面に変更される。図３０は、セットアップが選択されたときのメニュー画面G2b5を
示す図である。図３０の表示状態において、ジョイスティック５ｅを押下するあるいはジ
ョイスティック５ｅを右側に傾倒すると、アイコン１０２ｒ３が選択され、画面は、図３
１の画面に変更される。図３１は、画面表示が選択されたときのメニュー画面G2b52を示
す図である。
【００９５】
　図３１では、最下位のレイヤー表示部１０３が強調表示されて明るくなり、選択項目の
一つのアイコン１０２ｒ３２が選択可能状態となっている。
【００９６】
　図３０では、グレーアウト表示された上位のレイヤー表示部１０１においてアイコン１
０１ｂ５が太く表示されているので、ユーザは、強調表示された中位のレイヤー表示部１
０２は、上位のレイヤー表示部１０１のアイコン１０１ｂ５の選択により表示されている
ことを容易に理解することができる。
【００９７】
　また、図３０では、グレーアウト表示された下位のレイヤー表示１０３部においてアイ
コン１０２ｒ３２が太く表示されているので、ユーザは、強調表示された中位のレイヤー
表示部１０２において選択可能状態のアイコン１０２ｒ３については、アイコン１０２ｒ
３２が選択すなわち設定されていることを容易に理解することができる。特に、下位のレ
イヤー表示部１０３の４つのアイコン１０２ｒ３２、１０２ｒ３３，１０２ｒ３４，１０
２ｒ３５は、その内容を示す文字が含まれて表示されている。アイコン１０２ｒ３２には
、文字「全表示」が、アイコン１０２ｒ３３には、文字「日時＋ロゴ」が、アイコン１０
２ｒ３４には、文字「日時」が、アイコン１０２ｒ３５には、文字「無し」が、含まれて
いる。よって、ユーザは、図３０の表示状態から、アイコン１０２ｒ３は、画面表示であ
り、画面表示では、現在「全表示」が選択すなわち設定されていることを容易に理解する
ことができる。
【００９８】
　図３０の表示状態において、ジョイスティック５ｅを下側に傾倒すると、画面は、図３
２の画面に変更される。図３２は、セットアップが選択されたときのメニュー画面G2b5を
示す図である。図３２の表示状態において、ジョイスティック５ｅを押下するあるいはジ
ョイスティック５ｅを右側に傾倒すると、アイコン１０２ｒ４が選択され、画面は、図３
３の画面に変更される。図３３は、ビープ音設定が選択されたときのメニュー画面G2b53
を示す図である。
【００９９】
　図３３では、最下位のレイヤー表示部１０３が強調表示されて明るくなり、選択項目の
一方のアイコン１０２ｒ４２が選択可能状態となっている。
【０１００】
　図３２では、グレーアウト表示された上位のレイヤー表示部１０１においてアイコン１
０１ｂ５が太く表示されているので、ユーザは、強調表示された中位のレイヤー表示部１
０２は、上位のレイヤー表示部１０１のアイコン１０１ｂ５の選択により表示されている
ことを容易に理解することができる。
【０１０１】
　また、図３２では、グレーアウト表示された下位のレイヤー表示１０３部においてアイ
コン１０２ｒ４２が太く表示されているので、ユーザは、強調表示された中位のレイヤー
表示部１０２において選択可能状態のアイコン１０２ｒ４については、２つのアイコン１
０２ｒ４２又は１０２ｒ４３が設定可能であり、かつアイコン１０２ｒ４２が選択すなわ
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ち設定されていることを容易に理解することができる。特に、下位のレイヤー表示部１０
３の２つのアイコン１０２ｒ４２、１０２ｒ４３は、その内容を示す文字が含まれて表示
されている。アイコン１０２ｒ４２には、文字「入」が、アイコン１０２ｒ４３には、文
字「切」が、含まれている。よって、ユーザは、図３２の表示状態から、アイコン１０２
ｒ４は、ビープ音設定であり、ビープ音設定では、現在「入」が設定されていることを容
易に理解することができる。
（言語設定）
　図２７の表示状態で、ジョイスティック５ｅを下へ傾倒すると、画面は、図３４の画面
に変更される。　
　図３４は、アイコン１０１ｂ６が選択可能状態であることを示す図である。図３４の表
示状態で、ジョイスティック５ｅの押下する、あるいはジョイスティック５ｅを右側に傾
倒すると、言語設定のアイコン１０１ｂ６が選択され、図示しないが、下位レイヤー表示
部１０２には、言語設定の実行を指示するための表示が、強調表示され、明るくなる。
【０１０２】
　図３４に示すように、グレーアウトされた下位レイヤー表示部１０２には、下位レイヤ
ーが言語設定についてのものであることを示す「言語設定」の文字１０２ｓ１と、設定可
能な言語が、複数、ここでは、２つが表示される。図３４では、「日本語」と「英語」が
設定できることが、ボタン１０２ｓ２，１０２ｓ３に、文字表示と共に表示される。そし
て、図３４に示すように、ボタン１０２ｓ２が、太枠で表示され、現在「日本語」が選択
すなわち設定されていることがユーザに判るようになっている。
５．２　メニュー画面G12　
　図１５に示すように、メニュー画面G12には、上述したアイコン１１１ｂ１、１１１ｂ
２の他にも、４つのアイコンが含まれている。アイコン１１１ｂ３から１１１ｂ６のアイ
コンの処理について説明する。
【０１０３】
　図１５の表示状態において、ユーザは、ジョイスティック５ｅを上下方向に傾倒させる
ことによって、メニュー項目表示部１０１の中から任意のアイコンを選択可能状態にでき
る。選択可能状態のアイコンは、その枠が太く表示される。
（ファイルの複写）
　図１５において、アイコン１１１ｂ３は、ファイルの複写の操作をするためのアイコン
である。アイコン１１１ｂ３は、ファイルのコピーを作成する場合に使用される。
（ファイルの移動）
　図１５において、アイコン１１１ｂ４は、ファイルの移動の操作をするためのアイコン
である。アイコン１１１ｂ４は、移動させたいファイルをあるフォルダから他のフォルダ
へ移動させる場合に使用される。
（ファイル名の変更）
　図１５において、アイコン１１１ｂ５は、ファイル名を変更するためのアイコンである
。　
　図３５は、アイコン１１１ｂ５が選択されると表示される画面G12b5を示す図である。
ファイル名は、画像ファイルが例えばDCFフォーマットの場合、その規格におけるファイ
ル名である。そのファイル名を変更したい場合に、図３５に示すように、下位のレイヤー
表示部１１２には、アクティブ状態にある下位のレイヤー表示部１１２がファイル名の変
更に関するものであることを示す文字１２１ａと、その文字１２１ａの下には、ファイル
名入力フィールド１２１ｂが配置されている。そして、そのファイル名入力フィールド１
２１ｂの下には、文字を入力するための各種ボタン、ソフトウエアキーボード等が表示さ
れた領域１２１ｃが配置される。さらに、画面の一部には、ファイル名を変更する画像の
サムネイル画像を表示する領域１２１ｄが設けられている。
【０１０４】
　ファイル名は、当初は、自動で生成されて各画像に付加されるので、その変更を行う場
合、ファイル名入力フィールド１２１ｂには、当初付加されたファイル名あるいは前回変
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更されたファイル名が表示される。ユーザは、その現在のファイル名に対して、領域１２
１ｃの各種キー、ボタン等を用いて、ファイル名の変更を行うことができる。
６．画面の遷移　
　上述したように、ユーザによる所定の操作に応じて、LCD４に表示される画面は遷移す
るが、ここで、上述した画面遷移を簡単に纏めて説明する。　
　なお、以下、図３６をメニュー画面G2及びリトリーブメニュー画面G12における一部の
項目を選択した例で説明するが、各項目の選択によって表示される画面は、上述したよう
な画面が表示される。
【０１０５】
　図３６は、内視鏡装置１のLCD４の画面遷移を示す図である。ライブ・フリーズ画面G1
において、メニュー表示ボタン５ｄを押下すると、画面表示は、矢印A11で示すように、
ライブ・フリーズ画面G1からメニュー画面G2へ遷移する。メニュー画面G2において、ジョ
イスティック５ｅを上下方向に傾倒させると、メニュー画面G2において、画面表示は、矢
印A12で示すように、メニュー項目の選択をすることができる。メニュー画面G2において
、メニュー表示ボタン５ｄあるいはライブ画面表示ボタン５ｃを押下すると、画面表示は
、矢印A13で示すように、メニュー画面G2からライブ・フリーズ画面G1へ遷移する。
【０１０６】
　メニュー画面G2においてタイトル入力のアイコンが選択されているときに、ジョイステ
ィック５ｅを押下あるいは右へ傾倒させると、画面表示は、矢印A14で示すように、タイ
トル入力可能状態のメニュー画面G2b1へ遷移する。
【０１０７】
　メニュー画面G2b1において、画面上でキャンセルが選択されると、画面表示は、矢印A1
5で示すように、メニュー画面G2b1からライブ・フリーズ画面G1へ遷移する。また、メニ
ュー画面G2b1において、メニュー表示ボタン５ｄあるいはライブ画面表示ボタン５ｃが押
下されると、画面表示は、矢印A16で示すように、メニュー画面G2b1からライブ・フリー
ズ画面G1へ遷移する。
【０１０８】
　メニュー画面G2においてタイトル入力以外のアイコンが選択されているときに、ジョイ
スティック５ｅを押下あるいは右へ傾倒させると、画面表示は、矢印A17で示すように、
メニュー画面G2において選択された項目の下位のレイヤー表示部が強調表示される。強調
表示された下位のレイヤー表示部に選択項目があれば、選択項目のアイコンを選択可能状
態にしてジョイスティック５ｅを押下するあるいは右へ傾倒させると、画面は、矢印A18
で示すように、選択された項目の下位のレイヤー表示部が強調表示される。図３６では、
記録の項目のアイコンが選択されて、画面表示は、画面G2b3に遷移し、さらに続いて画面
G2b31に遷移した例が示されている。
【０１０９】
　下位のレイヤー表示部が強調表示されているときに、メニュー表示ボタン５ｄを押下す
るあるいはジョイスティック５ｅを左側に傾倒すると、画面表示は、矢印A19及びA20で示
すように、上位のレイヤー表示部が強調表示される画面に遷移する。　
　また、下位のレイヤー表示部において項目機能の設定あるいは実行を選択すると、画面
表示は、矢印A21で示すようにライブ・フリーズ画面にG1に戻る。
【０１１０】
　ライブ・フリーズ画面G1の表示状態において、ビューボタン５ｆを長い時間押し続ける
と、画面表示は、矢印A22で示すように、ライブ・フリーズ画面G1からリトリーブ画面G11
へ遷移する。
【０１１１】
　リトリーブ画面G11において、メニュー表示ボタン５ｄが押下されると、画面表示は、
矢印A23で示すように、リトリーブ画面G11からリトリーブメニュー画面G12へ遷移する。
リトリーブメニュー画面G12において、ジョイスティック５ｅを上下方向に傾倒させると
、リトリーブメニュー画面G12において、画面表示は、矢印A24で示すように、メニュー項
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目の選択をすることができる。
【０１１２】
　リトリーブメニュー画面G12において、メニュー表示ボタン５ｄを押下すると、画面表
示は、矢印A25で示すように、リトリーブメニュー画面G12からリトリーブ画面G11へ遷移
する。　
　リトリーブ画面G11において、ライブ画面表示ボタン５ｃを押下すると、画面表示は、
矢印A26で示すように、リトリーブ画面G11からライブ・フリーズ画面G1へ遷移する。
【０１１３】
　リトリーブメニュー画面G12において新規フォルダ作成のアイコンが選択されていると
きに、ジョイスティック５ｅを押下あるいは右へ傾倒させると、画面表示は、矢印A26で
示すように、新規フォルダ作成の画面G12b3へ遷移する。
【０１１４】
　新規フォルダ作成の画面G12b3において、画面上でキャンセルが選択されると、画面表
示は、矢印A27で示すように、メニュー画面G12b3からリトリーブ画面G11へ遷移する。ま
た、新規フォルダ作成の画面G12b3において、メニュー表示ボタン５ｄが押下されると、
画面表示は、矢印A28で示すように、画面G12b3からリトリーブ画面G11へ遷移する。
【０１１５】
　以上のように、上述した本実施の形態の内視鏡装置１によれば、簡単な操作でタイトル
等のテキスト入力が可能なので、ユーザには、従来のような繁雑な操作が不要となり、検
査の効率を上げることができる。
【０１１６】
　なお、上述した内視鏡装置は、非破壊検査装置の一つであり、上述した本実施の形態に
係るテキスト入力方法は、検査データとしての超音波画像等を取得するような非破壊検査
装置においても、適用可能である。
【０１１７】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【０１１８】
１　内視鏡装置、２　本体部、３　スコープユニット、４　液晶パネル、５　操作部、５
ａ　グリップ部、５ｂ　ハンガー、５ｃ　ライブ画面表示ボタン、５ｄ　メニュー表示ボ
タン、５ｅ、５ｇ　ジョイスティック、５ｆ　ビューボタン、５ｈ　ズームレバー、５ｉ
　輝度レバー、６　ユニバーサルケーブル、７　挿入部、８　先端部、９　湾曲部、１０
　先端キャップ、１１　CPU、１２　ROM、１３　RAM、１４、１６、１７　インターフェ
ース部、１５　記憶媒体、１８　バス、１９　スロット
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